
 

最 終 合 意 書 

 

 佐倉市を甲、本昌寺を乙として、甲と乙とは、昭和６２年から懸案となっている

志津霊園（本昌寺）墓地移転問題の解決及び佐倉都市計画道路３・４・１５勝田

台・長熊線の早期開通を図るため、乙が自己の名と責任において、株式会社大林組

に対し墓地造成工事を依頼し、株式会社大林組が墓地造成工事を完成させることを

前提に、以下のとおり最終合意したので、本書を作成する。 

 なお、本最終合意書については、甲と乙との間の過去の問題解決のための交渉経

過を踏まえ、双方が問題解決のために互譲したものであり、和解であるので、甲に

おいて地方自治法第９６条第１項第１２号の議会議決、乙において責任役員会   

の議決等、法令等に定められた手続をそれぞれ完了した場合に発効するものとし、

上記諸手続きが完了した場合に、甲乙それぞれが署名押印するものとする。 

 

第１条 甲と乙とは、都市計画道路勝田台・長熊線（以下「本件都市計画道路」と

いう。）の早期開通のため、これに関連して発生した問題及び発生する問題に対

して相互に協力し、誠実に対応することを合意する。 

２ 甲と乙とは、本件都市計画道路を開通させるため、別紙第一物件目録記載の土

地（以下「本件第一土地」という。）に存在する墓地及び建物等の物件を別紙第

二物件目録記載の土地（以下「本件第二土地」という。）に移転させる事業（以

下「本件移転事業」という。）を、甲乙相互の協力のもとで完了させることに合

意する。 

 

第２条 甲と乙とは、平成１５年５月２３日に締結した基本合意書（以下「基本合

意書」という。）の合意事項について、これを承継することに合意する。 

 

第３条 甲は、乙に対して、乙において本件移転事業に係る本件第二土地の造成工

事（以下「本件造成工事」という。）を完了させるため、造成工事費相当額（以

下「本件造成工事費相当額」という。）を支払うものとする。 

２ 甲は、乙に対して、本件第一土地に存在する墓地及び建物等の物件（別紙第三



 

物件目録記載の工作物を除く。）のうち乙が所有するもの（合祀墓内の霊体を含

む。）について、その移転補償費（以下「本件乙補償費」という。）を支払うも

のとする。 

 

第４条 乙は、本最終合意書が発効した場合には、速やかに株式会社大林組と本件

造成工事の工事請負契約を締結したうえ、本件造成工事を平成２５年３月末まで

に、本件移転事業を平成２７年３月末までに、それぞれ完了させるものとする。 

２ 天災その他の不測の事態の発生により、前項に定めた期限を延長する必要が生

じたときは、乙は、速やかに甲と協議し、延長の承認を得るものとする。 

３ 乙は、自己の名と責任において、本件移転事業に必要とされる一切の行為を行

うとともに、関係法令に定められた申請・許可等の一切の手続を行うものとし、

甲は可能な範囲内で乙に協力するものとする。 

 

第５条 甲と乙とは、本件造成工事の着工時期について、平成２２年２月を目途と

することに合意する。 

２ 乙が、本件造成工事に着手する際現に本件第二土地にある土砂について、佐倉

市条例に基づく土質等の調査を実施した結果、有害物質が発見されたときは、甲

と乙とは、別途協議するものとする。 

 

第６条 甲と乙とは、本件乙補償費について、平成２１年度の補償基準及び単価を

用いて算定することに合意する。 

２ 甲と乙とは、本件乙補償費の算定基準日を平成２１年８月１日とし、同算定基

準日の翌日以後に増加した物件については、補償の対象としないことに合意する。

ただし、本件第一土地に存在する乙の合祀墓に関しては、平成２１年８月１日の

算定基準日の翌日以降に新たに収蔵された霊体であっても、火葬許可証で証明さ

れたものに限り、補償の対象に含めるものとする。なお、補償基準及び単価につ

いては、前項による。 

 

第７条 本件造成工事費相当額の総額は、金７億３０００万円とする。 



 

２ 本件乙補償費の総額は、金１億０１６９万９８３０円に、前条第２項ただし書

の規定により算定される補償費を加算した額とする。 

 

第８条 甲と乙とは、本件移転事業に係る墓地が寺院墓地であること及び墓地の移

転先が本件第二土地へ確保されることとなることに鑑み、平成２１年８月１日現

在の乙を除く墓地使用者（以下「関係墓地使用者」という。）の墓地区画内の物

件移転に係る補償費について、次の事項を相互に確認する。 

 一 すべての関係墓地使用者について、補償額は、本件第一土地から本件第二土

地への移転費用として算定すること。 

 二 永代使用権についての土地に関する権利は、補償費算定の対象とならないこ

と。 

 

第９条 甲と乙とは、本件第一土地外への墓地移転に反対する関係墓地使用者への

対応について、乙が明渡請求をしなければならない場合及び甲が土地収用申請を

しなければならない場合には、それぞれ相互に協力することを確認する。 

 

第１０条 甲と乙とは、志津霊園墓地移転対策協力会（以下「協力会」という。）

について、現時点では実態としては自然消滅していることを相互に確認し、必要

な場合には、甲、乙協力して組織を解消させる手続等を行うものとする。 

２ 本件移転事業に関して、甲と協力会が締結した昭和６３年６月１５日付けの

「費用負担協定書」及び同月２７日付けの「合意書」については、本最終合意書

の締結により失効するものであることを甲と乙とは念のため合意する。 

３ 甲と乙とは、基本合意書に基づき乙から甲へ返還された金１億５０００万円の

最終処理の解決金として、金１０００万円を平成２５年３月末までに乙から甲に

支払うことを合意する。 

 

第１１条 甲と乙とは、相互に、本最終合意書及びこれに基づく細目書の各規定に

定める義務を誠実に順守することとし、甲乙間で協議等がなされずに不履行、拒

否等の違約事実が判明した場合には、当事者一方がその履行を促すとともに、そ



 

れでもなお履行されない場合には、本件移転事業を中止し、原因者に対して、原

因発生日若しくは費用支出日からその返済日までの年５分の割合による遅延損害

金を含め損害賠償を請求することができることを合意する。 

 

第１２条 本最終合意書の細部については、本書に添付する「細目書」で定めると

おりとする。 

 

第１３条 甲と乙とは、本最終合意書について、甲乙それぞれの義務の履行を確保

すべく、本最終合意書の趣旨に沿った、民事訴訟法第２７５条が規定する「訴

訟提起前の和解」を行うことを合意する。 

 

 



 

 

細目書 

 

第１条 本件造成工事費相当額は、本件造成工事の既済割合に応じ、その既済部分

の確認後に支払う。ただし、本件造成工事について東日本建設業保証株式会社に

よる前払金の保証が付された場合には、甲は乙に対し金２億円の前払金相当額を

支払う。 

２ 本件造成工事の完了前における本件造成工事費相当額の支払いは、本件造成工

事の工事請負契約の締結を証する書類、工事の進捗を証する書類その他工事の既

済部分が確認できる書類等が甲に提出され、甲においてこれらの書類及び現地等

を確認した後に、乙からの請求に基づき支払うものとする。 

３ 前項の規定による支払いは、本件造成工事の期間中の各年度につき１回を限度

とし、原則として各年度末に支払うものとする。この場合において、その支払累

計額は、次に掲げる額の合計額（その額に金１０万円未満の端数が生じたときは、

その端数を切り捨てた額）の範囲内とする。 

  一 本件造成工事費相当額の１０分の９に相当する額から次号の額を減じて得

た額について、本件造成工事の既済割合を乗じて得た額 

  二 第１項ただし書の規定により甲が支払うべき額 

４ 乙は、本件造成工事が完了したときは、工事の完了を確認することができる書

類を甲に提出するものとする。 

５ 甲は、前項の書類の提出があったときは、その提出された書類及び現地等を確

認するとともに、本件造成工事費相当額の１０分の９である金６億５７００万円

を限度として、乙からの請求に基づきこれを支払う。 

６ 本件第一土地に存在する物件（別紙第三物件目録記載の工作物を含む。）が、

次に掲げるものを除き、すべて収去されている状態（以下「更地状態」とい

う。）となった場合は、乙に本件造成工事費相当額の残金である金７３００万円

を支払うものとする。 

 一 甲のみの所有物 

 二 別紙第四物件目録記載の工作物 



 

７ 前項に規定する金７３００万円の支払いは、更地状態を確認することができる

書類及び本件第一土地における墓地経営の廃止が許可されたことを証する書類が

甲に提出され、甲においてその提出された書類及び現地等を確認した後に、乙か

らの請求に基づき支払うものとする。 

８ 第１項ただし書の規定による前払金相当額金２億円の支払いを甲が行う場合に

は、甲は東日本建設業保証株式会社から乙が受け取るべき保証金等について、質

権を設定するものとする。 

９ 乙は、本件造成工事については勿論のこと、本件移転事業については、本件第

一土地及び本件第二土地の隣接又は近接する地権者等との紛争を自らの責任と費

用において解決するものとする。なお、この場合において、甲は、必要に応じ、

可能な範囲内で協力するものとする。 

１０ 乙は、甲において本件造成工事の完了が確認された後に、本件第一土地に存

在する墓地及び建物等の物件を本件第二土地に移転する工事に着手するものとす

る。 

 

第２条 本件乙補償費の内訳は、本件第一土地にある乙が所有する建物（本堂・庫

裏・客殿・倉庫）、工作物、立竹木、動産、仏具であり、この他に、本件移転事

業に伴い設置する仮安置施設の設置及び収去の費用並びに祭し料、移転雑費とす

る。 

２ 本件乙補償費は、本件第一土地にある乙所有物件の移転工事（以下「乙物件移

転工事」という。）の着手時及び完了後並びに本件第一土地が更地状態となった

後の３回に分け、乙物件移転工事の着手時に金４５７０万円を、乙物件移転工事

の完了後に金４５８０万円を、本件第一土地の更地状態後に残額を支払うものと

し、それぞれ次の書類が甲に提出され、甲においてその提出された書類及び現地

等を確認した後に、乙からの請求に基づき支払うものとする。 

 一 乙物件移転工事の着手時 乙物件移転工事に関する乙と施工業者との工事請

負契約の締結を証する書類、及び乙物件移転工事の着工を証する書類 

 二 乙物件移転工事の完了後 乙物件移転工事の完了を確認することができる書

類 



 

 三 本件第一土地の更地状態後 更地状態を確認することができる書類及び本件

第一土地上における墓地経営の廃止が許可されたことを証する書類 

３ 甲と乙とは、本最終合意書及び本細目書に定めるもののほか、本件乙補償費に

関し必要な事項について別途協定書を締結するものとする。 

 

第３条 甲と乙とは、関係墓地使用者の墓地区画内の物件移転に係る補償費につい

て、その算定基準日を平成２１年８月１日とすることに合意する。 

２ 乙は、本件第一土地内の墓地区画について、平成２１年８月２日から本最終合

意書の効力が生ずるまでの間に次に掲げる事項のないこと、及び本最終合意書の

効力が生じた以降に次に掲げる事項を生じさせないことを甲に確約する。 

 一 墓地区画を乙以外の者に新たに使用させること。 

 二 墓地区画の使用者の変更（祭祀の承継による変更を除く。） 

 三 墓地区画内の墓石その他の物件の増設（霊体の増加を除く。） 

３ 前項の確約に反し、平成２１年８月２日以降本件第一土地内において、新たに

使用が開始された墓地区画又は使用する者の変更（祭祀の承継による変更を除

く。）がなされた墓地区画がある場合は、その墓地区画の移転に係る事務は、乙

が自己の名と責任において行うとともに、これら墓地区画について墓地使用者に

支払うべき補償費が生じた場合は、乙が経費一切を負担するものとする。 

４ 関係墓地使用者の墓地区画（前項の乙が経費を負担する墓地区画を除く。）に

おいて、平成２１年８月２日から本件第一土地外へ移転する日までの間に増加し

た霊体については、その改葬に要する費用及び祭し料を甲が負担し、補償する。 

５ 平成２１年８月２日以降本件第一土地の関係墓地使用者の墓地区画内において、

墓石その他の物件（霊体を除く。）が増加した場合は、これにより新たに生ずる

こととなる費用は、乙の負担とする。 

 

第４条 乙が関係墓地使用者の代理人として甲と補償契約を締結するもののうち、

本最終合意書の効力が発生した際現に乙がその代理人であるものについては、そ

の補償契約を平成２２年３月末までに締結することに甲乙合意する。 

２ 乙が関係墓地使用者の代理人として甲と補償契約を締結するもののうち、本最



 

終合意書の効力の発生後に乙がその代理人となったものについては、代理人とな

った後速やかにその補償契約を締結することに甲乙合意する。 

３ 無縁として取り扱う墳墓の補償契約は、乙が甲と締結するものとする。 

４ 前３項の規定による契約の締結は、甲が定める様式により、関係墓地使用者の

墓地区画ごとに行うこととし、その概要は、次のとおりであることに甲乙合意す

る。 

 一 補償費の内訳は、本件第一土地内の使用墓地区画内に所有する墓石工作物類、

立竹木等物件のほか、遺骨移転に係る改葬補償、祭し料、移転雑費であること。 

 二 補償費は、第１項及び第３項に定める場合にあっては平成２１年度、第２項

に定める場合にあっては契約時の補償基準及び単価を用いて算定すること。 

 三 補償費の支払いは、当該墓地区画の移転工事につき、その着手時及び完了後

の２回に分け、着手時に補償費の２分の１を、完了後に残額を支払うものとし、

それぞれ次の書類が甲に提出され、甲においてその提出された書類及び現地等

を確認した後に、当該関係墓地使用者又はその代理人からの請求（第３項の場

合にあっては、乙からの請求）に基づき支払うものであること。 

  ア 工事着手時 移転工事に関する関係墓地使用者と施工業者との工事請負契

約の締結を証する書類及び移転工事の着工を証する書類 

  イ 工事完了後 移転工事の完了を確認することができる書類 

５ 甲は、前項第３号の支払いに際し、当該関係墓地使用者（第３項の場合にあっ

ては、乙）へ補償金内訳書を交付するものとする。 

 

第５条 甲と乙とは、甲が乙に対して支払うべき本件造成工事費相当額又は本件乙

補償費について、本件造成工事及び本件移転事業が円滑に行われるよう、代理受

領等の方途を講ずることを予め合意する。 

 

第６条 乙は、甲の指示に従い、本件第一土地の譲渡に関する宗教法人法等の財産

処分手続を行うものとする。 

２ 乙は、財産処分手続が完了し、かつ、本件第一土地上に存在する墓地の移転が

完了したときは、完了後１箇月以内に、本件第一土地上における墓地経営の廃止



 

許可に関する手続を行うものとする。 

 

第７条 本件第一土地の全部又は一部に関し、土地収用法に基づく土地又は権利の

収用又は使用（同法に基づくあっせん、仲裁又は和解による土地又は権利の取得

又は使用を含む。）により、乙及び関係墓地使用者その他本件第一土地内に権利

を有する者に対し甲が補償を行う場合において、これらの者に行う当該補償に本

件第一土地の所有権、永代使用権その他土地に関する権利についての補償が含ま

れているときは、乙は、甲が定める日までに、その含まれる補償の合計額に相当

する額を甲に支払うものとする。なお、乙は、甲が必要と認める場合には、当該

相当する額と、本最終合意書に基づき甲が乙に支払うべき金員とについて、その

対当額で相殺されることを了承する。 

２ 本件第一土地外への墓地移転に反対する関係墓地使用者への対応に関し、甲が

移転代替地を確保する必要がある場合において、甲から乙に移転代替地の確保の

依頼があったときは、乙は、甲に無償で、本件第二土地内に移転代替地を確保し、

提供するものとする。 

 

第８条 本件都市計画道路の建設事業又は本件移転事業に関して、甲又は乙に対し

て訴訟が提起された場合には、被告となったものがそれぞれ自己の費用において、

その解決を図るものとする。なお、この場合、可能な範囲内で相互に協力するも

のとする。 

 

第９条 本最終合意書及び本細目書に基づき甲に提出すべき書類のうち、原本によ

り難いと甲が認めるものについては、その写しを提出し、原本を提示すれば足り

るものとする。 

 

第１０条 万一、本最終合意書及び本細目書に定めるもののほか、甲乙の合意が必

要な事項が生じた場合には、甲と乙とは、誠意をもって協議するものとする。 



 

 

別紙 

 

 第 一 物 件 目 録 

 

 １ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番３ 

   地目 墓地 

   地積 ２９７平方メートル 

 ６ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１４ 

   地目 墓地 

   地積 ６８１平方メートル 

 ２ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番４ 

   地目 墓地 

   地積 ４５平方メートル 

 ７ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１５ 

   地目 墓地 

   地積 ４３０平方メートル 

 ３ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番５ 

   地目 墓地 

   地積 ３９平方メートル 

 ８ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１６ 

   地目 墓地 

   地積 ３４４平方メートル 

 ４ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１２ 

   地目 墓地 

   地積 ３２６平方メートル 

 ９ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１７ 

   地目 墓地 

   地積 ７８１平方メートル 

 ５ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１３ 

   地目 墓地 

   地積 ９６平方メートル 

１０ 所在 佐倉市上志津字井戸沢 

   地番 １４７７番１８ 

   地目 墓地 

   地積 ４５５平方メートル 

 



 

 

 第 二 物 件 目 録 

 

 １ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３０５番１６ 

   地目 原野 

   地積 ２２３平方メートル 

 ７ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１２番４ 

   地目 田 

   地積 ９．９１平方メートル 

 ２ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３０５番１８ 

   地目 原野 

   地積 ９０平方メートル 

 ８ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１３番１ 

   地目 田 

   地積 １５２１平方メートル 

 ３ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３０５番１９ 

   地目 原野 

   地積 １７０９平方メートル 

 ９ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１３番２ 

   地目 田 

   地積 ３６平方メートル 

 ４ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１２番１ 

   地目 田 

   地積 ２１３１平方メートル 

１０ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１３番３ 

   地目 田 

   地積 １８平方メートル 

 ５ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１２番２ 

   地目 田 

   地積 ３９平方メートル 

１１ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番１ 

   地目 田 

   地積 １６平方メートル 

 ６ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１２番３ 

   地目 田 

   地積 ２３平方メートル 

１２ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番２ 

   地目 田 

   地積 １０２平方メートル 

 



 

 

１３ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番３ 

   地目 田 

   地積 ７８平方メートル 

１９ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１５番２ 

   地目 田 

   地積 １３０５平方メートル 

１４ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番４ 

   地目 田 

   地積 ６．６１平方メートル 

２０ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１６番１ 

   地目 田 

   地積 ２０５平方メートル 

１５ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番５ 

   地目 田 

   地積 １６５９平方メートル 

２１ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１６番２ 

   地目 田 

   地積 ２７平方メートル 

１６ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番６ 

   地目 田 

   地積 １２平方メートル 

２２ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１６番３ 

   地目 田 

   地積 ６０３平方メートル 

１７ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１４番７ 

   地目 雑種地 

   地積 ８７平方メートル 

２３ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１６番４ 

   地目 田 

   地積 ２１平方メートル 

１８ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１５番１ 

   地目 田 

   地積 ４９平方メートル 

２４ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１７番１ 

   地目 田 

   地積 ８３６平方メートル 

 

 

 



 

 

２５ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１７番２ 

   地目 田 

   地積 ２６平方メートル 

３１ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番１ 

   地目 田 

   地積 ５２６平方メートル 

２６ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１７番３ 

   地目 公衆用道路 

   地積 ２４９平方メートル 

３２ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番２ 

   地目 田 

   地積 ９９平方メートル 

２７ 所在 佐倉市下志津字兵衛山 

   地番 １３１７番５ 

   地目 田 

   地積 ６．６１平方メートル 

３３ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番３ 

   地目 田 

   地積 ４．５８平方メートル 

２８ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６１７番１ 

   地目 田 

   地積 １２７２平方メートル 

３４ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番４ 

   地目 田 

   地積 １０７平方メートル 

２９ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６１７番２ 

   地目 田 

   地積 ５９平方メートル 

３５ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番５ 

   地目 田 

   地積 １１平方メートル 

３０ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６１９番 

   地目 田 

   地積 １１９３平方メートル 

３６ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２０番６ 

   地目 雑種地 

   地積 １３７平方メートル 

 

 

 



 

 

３７ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２１番１ 

   地目 田 

   地積 １４５平方メートル 

４３ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６３４番 

   地目 田 

   地積 ２４２平方メートル 

３８ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２１番２ 

   地目 田 

   地積 １０平方メートル 

４４ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６３５番 

   地目 田 

   地積 １０６３平方メートル 

３９ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２１番３ 

   地目 田 

   地積 ８４平方メートル 

４５ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６３６番１ 

   地目 田 

   地積 １２平方メートル 

４０ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２１番４ 

   地目 田 

   地積 １８０７平方メートル 

４６ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６３６番３ 

   地目 田 

   地積 ５２２平方メートル 

４１ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６２２番 

   地目 田 

   地積 ２３１平方メートル 

４７ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６４０番２ 

   地目 田 

   地積 １６４０平方メートル 

４２ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６３３番 

   地目 田 

   地積 １２７６平方メートル 

４８ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６４０番３ 

   地目 公衆用道路 

   地積 ２７０平方メートル 

 

 

 



 

 

４９ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６４０番４ 

   地目 田 

   地積 ４４４平方メートル 

５０ 所在 佐倉市畔田字高龍坊 

   地番 ６４０番５ 

   地目 田 

   地積 １５８平方メートル 

 

 



 

 

 第 三 物 件 目 録 

 

１ ア記載の土地とイ記載の土地との障壁として、ア記載の土地とイ記載の土地と

の境界上、又は当該境界に近接してア記載の土地上に存在する工作物 

 ア 第一物件目録１記載の土地、第一物件目録４記載の土地及び第一物件目録５

記載の土地 

 イ ア記載の土地に隣接する法定外公共物（道） 

 

２ ウ記載の土地とエ記載の土地との障壁として、ウ記載の土地とエ記載の土地と

の境界上、又は当該境界に近接してウ記載の土地上に存在する工作物 

 ウ 第一物件目録８記載の土地 

 エ 次の一及び二に掲げる土地 

一 所在 佐倉市西志津二丁目 

  地番 ８８番９ 

  地目 境内地 

  地積 ２１０平方メートル 

二 所在 佐倉市西志津二丁目 

  地番 ９５番５ 

  地目 畑 

  地積 １６６平方メートル 

 

３ オ記載の土地とカ記載の土地との障壁として、オ記載の土地とカ記載の土地と

の境界上、又は当該境界に近接してオ記載の土地上に存在する工作物 

 オ 第一物件目録９記載の土地 

 カ 次の三及び四に掲げる土地 

三 所在 佐倉市西志津二丁目 

  地番 ８８番９ 

  地目 境内地 

  地積 ２１０平方メートル 

四 所在 佐倉市西志津二丁目 

  地番 ８８番１３ 

  地目 境内地 

  地積 １９５平方メートル 

 

４ 本件第一土地にある電灯設備、給水設備及び排水設備（乙のみの所有物を除



 

く。）



 

 

 第 四 物 件 目 録 

 

１ 第三物件目録３記載の工作物であって、第三物件目録３オ記載の土地と第三物

件目録３カ記載の土地との境界上に存在するもののうち、甲及び第三物件目録３

カ記載の土地の所有者の共有であり、かつ、これらの者以外の者の所有に属して

いないもの 

 

２ 第三物件目録４記載の工作物のうち、甲が認めるもの 


